
「
安
全
・
福
祉
・
教
育
・
活
力
」

の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
合
併

協
議
を
推
進
し
て
き
た
が
、
協
議

会
の
崩
壊
に
よ
り
当
町
は
「
当
面

単
独
で
」と
い
う
方
針
を
決
め
た
。

単
独
で
残
っ
た
と
し
て
も
４
つ

の
基
本
理
念
は
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
に
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
安
全
と
い
う
視
点
で

児
童
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
以
下

の
項
目
に
つ
い
て
問
う
。

一
、
授
業
時
間
帯
の
校
内
へ
の
不

審
者
侵
入
を
防
止
す
る
た
め
校

門
閉
鎖
を
し
て
い
る
が
、
さ
ら

に
シ
ル
バ
ー
人
材
を
活
用
し
た

校
内
パ
ト
ロ
ー
ル
を
。

二
、
水
路
へ
転
落
し
て
死
亡
し
た

人
へ
の
損
害
賠
償
請
求
が
、
松

山
地
裁
で
認
め
ら
れ
た
。
通
学

路
沿
い
水
路
の
安
全
対
策
を
求

め
る
。

三
、
児
童
の
連
れ
去
り
事
件
が
全

国
的
に
多
発
し
て
い
る
が
、
全

児
童
へ
防
犯
ブ
ザ
ー
の
貸
与
を

求
め
る
。

一
、
校
内
の
警
備
に
つ
い
て
教
職

員
で
不
十
分
な
と
こ
ろ
は
、
当

面
学
校
用
務
員
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
地

域
の
方
の
協
力
を
得
て
強
化
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

二
、
通
学
路
の
安
全
対
策
は
、
毎

年
補
導
委
員
等
と
協
力
し
て
安

全
点
検
を
し
て
い
ま
す
が
、
新

し
い
視
点
・
観
点
で
点
検
を
行

い
、
危
険
が
極
め
て
高
い
場
所

は
そ
れ
を
回
避
す
る
措
置
を
講

じ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

三
、
防
犯
ブ
ザ
ー
が
有
効
で
あ
る

こ
と
を
考
え
る
と
、
防
犯
意

識
・
危
険
か
ら
避
難
す
る
能
力

が
未
熟
な
低
学
年
児
童
に
は
非

常
に
良
い
手
段
と
思
い
ま
す
。

当
初
予
算
で
、
新
入
児
童
に
配

布
又
は
貸
与
し
て
い
き
ま
す
。

「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
条
例
」「
未
利
用
地
の
雑

草
に
よ
る
被
害
防
止
条
例
」「
犬

取
締
条
例
」
な
ど
、
環
境
美
化
に

関
連
す
る
条
例
は
あ
る
が
不
十
分

で
あ
る
。

行
政
・
住
民
・
事
業
者
な
ど
の

役
割
を
明
確
に
し
、
ご
み
・
空
き

缶
な
ど
の
ポ
イ
捨
て
禁
止
、
飼
い

犬
の
糞
の
適
切
な
処
理
、
不
法
投

棄
の
禁
止
な
ど
と
一
体
化
し
た

「
環
境
美
化
条
例
」
を
制
定
す
る

考
え
は
な
い
か
。

住
民
の
環
境
美
化
意
識
に
ゆ
だ

ね
て
い
る
が
、
こ
の
意
識
を
よ
り

一
層
高
め
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

ご
み
分
別
の
手
引
き
発
刊
、
金
属

類
分
別
回
収
、
町
内
の
ご
み
収
集

曜
日
統
一
、
公
民
館
分
館
に
環
境

部
創
設
等
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
活
動

を
通
じ
環
境
向
上
を
図
っ
て
い
ま

す
。
条
例
の
制
定
は
こ
の
経
過
を

見
守
り
つ
つ
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

－10－

いっぱん質問

質問者

藤川　修次議員

児
童
が
安
心
し
て

通
学
で
き
る
対
策
を

問

環
境
美
化
条
例
の制

定
を

問

住
民
の
環
境
美
化
意
識
の

一
層
の
向
上
を

答

答
弁
　
友
澤
生
活
環
境
課
長

安
全
最
優
先
の
気
質
を

育
て
る
こ
と
が
重
要

答

答
弁
　
白
石
町
長

防
犯
ブ
ザ
ー

通学路沿いの水路


